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【特集】世帯のなかに隠れた貧困 : 女性の貧困を











































































































（1）　昨今では夫婦や恋人など親密関係にある 2 人の間で起こる暴力のことは「Intimate Partner Violence；IPV」と
呼ぶ。女性から男性，または LGBT（Lesbian, Gay, Bisexual, Transgender）のカップルにおける暴力の発生が指
摘されており，従来の男性から女性に対する暴力をさす「Domestic Violence」より，多様性を含む用語として
IPV が用いられはじめているが，本稿では DV 防止法に準じて「DV」と用いる。
（2）　当時，20 人に 1 人が命に関わる暴力を家庭のなかで受けていることが明らかになり，「そんな家のなかのこと
を国会の場など公のところでしゃべるのはとんでもない」というようなことを言っていた男性議員たちに大きな衝
撃を与えたとされる（小宮山 2017）。

























％（複数回答） 被害経験があったか　※1 「過去 1 年間に何らかの被害が あった」妻のみを再掲　※2
年度 2011 年 2014 年 2017 年 2014 年 2017 年
身体的暴力（暴行） 25.9 15.4 19.8 15.3 13.0
心理的暴力（攻撃） 17.8 11.9 16.8 47.3 39.7
経済的暴力（圧迫） ― 7.4 10.0 25.0 35.2
性的暴力 14.1 7.1 9.7 23.0 24.8
※1　回答の「何度もあった」「1，2 度あった」を合わせたもの。



































































































































　（1）　Walker, Lenore E. による先駆的研究―罠と威圧による経済的暴力

















































論文（Economic Abuse ／ Financial Abuse を取り扱ったもの）をリストアップしている（6）。そうし
た団体と HP の存在自体に社会の関心の高さがうかがえる。関連する論文もここ 10 年間で増加し
てきており，経済的虐待に関連する研究や調査は確実に進んできている（表 2）。
表 2　SEA による Economic Abuse ／ Financial Abuse に関する論文・報告書等
USA Australia England Others
2000-2005 1 1
2006-2010 3 3 1（Nigeria）
2011-2015 11 3 7 2（Philippines），1（Lebanon）
2016- 4 4 3 2（Sweden），1（Multi-country）
出所：Surviving Economic Abuse より作成。
　ここでは，Sharp-Jeffs（2008）の先行研究の整理に基づき，経済的虐待についての議論を紹介し
ておきたい。まず，定義の検討は多くなされているが，2001 年の英国犯罪調査（The Crime Survey 
for England and Wales：CSEW）では，経済的虐待を「家計の公平な分配を妨げる（こと）」（Walby 
and Allen 2004：2）とした。その後，この分野の実態を最も適切に反映したものとして，Adams, 
Adrienne E. et al.（2008）が，「経済的虐待は，経済的資源を搾取したり，使い込んだり，そのこと
を継続することであり，女性の能力を制限することも伴う」と説明したものが，広く用いられるよ
うになった（Adams et al. 2008：564）。
　女性の能力を制限することは，直接，金銭や財産を搾取する行為とは異なるが，そのことが影響
















り上げた研究もある。Brewster, M. P. （2003）は，虐待的な男性が，家や車などの財産を女性の名
義にさせないことによって，女性が経済的資産を獲得させないようにすることを問題視した。さら
に，Grasley, C. et al.（2000）によれば，DV の加害者は，日常的に自分の収支に関する情報を知
らせなかったり，お金を隠したり，共同資産について嘘をついていることを指摘している。さらに
Grasley et al. は，女性が男性と同居している時に世帯収入を知っていたのは 50％のみだったこと
を DV 被害女性への調査から明らかにしている。
　経済的虐待の実態調査は他でも行われている。Women’s Aid（7）は 2018 年に，18 歳以上を対象と
してインターネット上で無記名による調査を行った（The Domestic Abuse Report 2019）。それに
よれば，パートナーと同居中において，1 ／ 3 近く（31.9％）が金銭へのアクセスをパートナーに
よって管理されていたこと，2 ／ 5 以上の女性はパートナーからお金をもらうことを拒否されたり，
自分のお金を取られたりしたこと，44.4％が基本的ニーズを満たすための十分なお金を持っていな
かったこと，子どものいる 47.7％が子どものための必需品を買う十分なお金を持っていなかったこ
と，さらにその結果，パートナーと離れたのちも 1 ／ 3 の女性が貯蓄を失い，1 ／ 4 が経済的に困
難に陥っている，と報告されている（8）。
　また，経済的な虐待とともに，82％が他の形態の虐待を受けていることも明らかにされている
（The Women’s Budget Group（WBG）2018（9））。2001 年の英国犯罪調査では，重度の身体的暴力
の対象となった女性のほぼ半数が感情的または経済的虐待の対象となっていたとの報告がある
（Walby and Allen 2004）。さらに，Adams et al.（2008）は，この経済的虐待を測定する指標を開発
したときに（後述），経済的虐待の被害が大きいほど身体的および心理的虐待の被害も深刻である
（7）　1974 年に設立したイギリスの慈善団体の一つである。女性と子どもに対する家庭内暴力の撲滅を目的としてい
る  https://www.womensaid.org.uk（2020 年 2 月 17 日アクセス）。
（8）　The Co-operative Bank（2015）がまとめた ‘Money Matters’（全国調査報告書）p.26, Table14 においても同様
の結果が報告されている。













　アメリカの研究者らによる Adams et al.（2008）は，経済的虐待の対策の提言をするために，指
標の開発を行った。家庭内虐待の被害者 103 人に，具体的な経済的虐待の被害を聞き取り，多くの



































































































　さらに，Adams et al.（2008）の 28 項目の経済的虐待の指標（SEA）を発展させたものもある。
Postmus et al.（2012；2015）は，経済的虐待をより精査して測定するために，家庭内暴力の被害
者 120 人に対して調査を行い，Adams et al. の 28 項目の指標のうち 12 項目（SEA-12）を抽出し
た。その 12 項目がより信頼性と妥当性があるとし，経済的虐待を測定する有効な指標としている




















































































（2016）は，上記で述べた Adams et al.（2008），Postmus et al.（2012；2015）らの指標の開発を
（11）　Surviving Economic Abuse（SEA）は，経済的虐待に対する啓発と対応に専念している唯一のイギリスの慈善





























待を専門に取り組んでいる慈善団体や NGO など（The Women’s Budget Group；Women’s Aid；
Refuge；Surviving Economic Abuse；The Co-operative Bank）の活動がある。しかも性格が異な
る団体が複数存在していること自体が社会的な関心の高さを示している。
　政策的にもいくつかの動きもみられる。2019 年 1 月，イギリスの内務省（Home Office）は家庭




















（12）　UK Government ‘Transforming the Response to Domestic Abuse : Consultation Response and Draft 
Bill’ p.40.　ちなみに本法案では，対象を男女間の暴力のみならず，障害者，高齢者および LGBT の被害者に対す
る支援サービスなどの取組の必要性も明確化された。暴力の内容も，経済的虐待のほかに，ソーシャルメディアを
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